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事務局（局長） 

 

 

会 長 

 

事務局（局長） 

 

 

議 長（会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

 

事務局 

(専門員兼農政係) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

 

１番 

 

 

 

只今から平成２９年第７回大洲市農業委員会定例総会を開会いたしま

す。開会に当たり、宮浦会長からご挨拶をお願いいたします。 

 

（会長挨拶） 

 

只今から議案審議に移らせていただきます。会議規則第３条によりま

して、宮浦会長に議事の進行をお願いいたします。 

 

これより本日の会議を開きます。 

出席委員は３７名中３６名で定足数に達しておりますので、総会が成

立していることをご報告申し上げます。 

本日、４番 台越正洋委員より欠席の報告を受けております。 

本日の議事日程は、お手元に配布してあるとおりであります。 

まず、日程第１、議事録署名委員の指名を行います。 

議事録署名委員に、１番 菊地定邦委員並びに２番 白居裕委員を指

名いたします。 

次に、日程第２、書記の指名を行います。 

本日の会議の書記に事務局の武田主査を指名いたします。 

それでは、日程第３、議案審議に入ります。 

 

議案第４４号「農地法第３条の規定による許可申請について」を議題

といたします。事務局の説明を求めます。 

 

議案第４４号「農地法第３条の規定による許可申請について」ご説明

します。 

議案書１ページをご覧ください。 

１番、阿蔵字島田の土地、田１筆・８８９㎡は売買による所有権の移

転です。 

所有権移転後は、水稲の栽培を計画しています。 

農業は、譲受人夫婦が年間を通して従事しています。 

修正をお願いします。売買単価の１０アール当たりの金額が間違えて

おります。正しくは、１１２，４８６円です。 

２番、長浜町櫛生の土地、畑１筆・１７５㎡も売買による所有権の移

転です。 

所有権移転後は、野菜の栽培を計画しています。 

農業は、譲受人本人が年間を通して従事しています。 

３番、肱川町中居谷の土地、畑１筆・２，８７２㎡も売買による所有

権の移転です。 

所有権移転後は、果樹（栗、柑橘）の栽培を計画しています。 

農業は、譲受人及び母が年間を通して従事しています。 

以上、３件のご審議をよろしくお願いします。 

  

只今、事務局より説明がありましたが、まず、地元委員さんより報告

をうけたいと思います。１番。 

 

１番案件について、調査結果を報告いたします。議案説明資料１ペー

ジをご覧ください。この報告書は５月２０日に現地調査をしたものです。 

売買による所有権移転になります。 

申請地は、平野公民館から北東に約２００ｍに位置している田１筆に
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議 長（会長） 

 

２０番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

２７番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なります。現在も水稲が栽培され、良好に耕作されています。 

譲渡人は松山市に在住しており、農作業が困難であること、譲受人は

申請地の北側の田を所有しており、効率良く作業することが出来ます。

譲受人夫婦と母が年間を通して農業に従事しており、現況通り引き続き

水稲を栽培する計画であるため、周辺農地への影響は生じないものと考

えます。 

申請書類等の内容を確認いたしました結果は、議案説明資料に記載の

とおりで、農地法第３条第２項の第１号関係から第６号関係までの規定

に該当する事項はなく、第７号関係の「地域調和」につきましても、現

状のまま水稲を植栽される計画であることから、特に問題はないものと

思われます。 

以上で説明を終わります。ご審議の程よろしくお願いいたします。  

 

続きまして、２番。 

 

２番案件について、ご説明いたします。議案説明資料２ページをご覧

ください。 

２番案件は売買による所有権移転になります。 

申請地は、櫛生公民館の東に約１㎞にある譲受人の自宅に隣接する畑

になります。 

以前は、葉たばこの乾燥場が建っておりましたが、現在は撤去され管

理耕作の状況となっています。所有権移転後は露地野菜の栽培を始める

とのことです。 

譲受人は、年間を通して農業に従事しており、これまでに耕作管理に

関する問題は生じておりませんので、所有権移転後の管理に不安はない

ものと思われます。 

調査結果につきましては、議案説明資料に記載のとおりで、農地法第

３条第２項の第１号関係から第７号関係までの規定に該当する事項はな

いため、特に問題はないものと思われます。 

ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

続きまして、３番。 

 

３番案件について、ご説明いたします。議案説明資料３ページをご覧

ください。 

３番案件も売買による所有権移転になります。 

申請地は、元の正山小学校から北北東に約２㎞の山間部の畑１筆にな

ります。以前は田として水稲を栽培しておりましたが、現在は休耕され

ており、所有権移転後は栗やかんきつ類を植栽される予定になっていま

す。 

譲受人は実家に住むお母さんと年間を通して農業に従事しており、こ

れまでに耕作管理に関する問題は生じておりません。 

申請書類等の内容を確認いたしました結果は、議案説明資料に記載の

とおりで、農地法第３条第２項の第１号関係から第６号関係までの規定

に該当する事項はなく、第７号関係の「地域調和」につきましても、現

状のままで栗やかんきつ類を植栽される予定であることから、特に問題

はないものと思われます。 

以上で説明を終わります。ご審議の程よろしくお願いいたします。 
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議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

 

 

事務局 

(主査兼農地係) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

 

２番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

只今、地元委員さんからの報告がありましたが、何かご質疑はござい

ませんか。 

 

（質疑なし） 

 

特にご質疑もないようですので、本案を申請のとおり許可することに

ご異議はございませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、本案は申請のとおり許可相当として送付する

ことに決定をいたしました。 

次に、議案第４５号「農地法第４条第１項の規定による許可申請につ

いて」を議題といたします。事務局の説明を求めます。 

 

失礼いたします。 

議案第４５号「農地法第４条第１項の規定による許可申請について」

ご説明申し上げます。 

議案書２ページ並びに別紙議案説明資料の４ページから８ページを併

せてご覧ください。 

１番、若宮の土地１筆です。 

現在、申請人が居住している住宅に、子ども世帯が住むことになった

ため、隣接地である申請地を利用して、新たに自己住宅を建築するもの

です。 

申請地は、大洲市の中心部から北北東に約２㎞のところに位置し、都

市計画法第８条第１項第１号に規定する用途地域（第一種住居地域）が

定められている区域内に位置する農地であることから、第３種農地と判

断いたしました。立地基準及び一般基準の各審査項目につきましては、

別紙議案説明資料４ページをご確認ください。 

 以上、１件です。ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、まず、地元委員さんより報告

を受けたいと思います。１番。 

 

１番案件について、調査結果をご報告申し上げます。 

説明資料の４ページから８ページを参考にしていただきたいと思いま

す。 

申請地の場所でございますが、説明資料の５・６ページのとおり、旧

大洲長浜線を大洲駅から約５００ｍのところにある農地でございます。

こちらは、第３種農地でございますので、立地基準につきましては問題

ないと考えます。 

次に、一般基準である第３号の「転用の確実性」ですが、資力及び信

用につきましては、自己資金で行いますし、転用面積の妥当性につきま

しても、特に問題ないと思われます。 

第４号の「周辺農地等への影響」につきましては、申請地に隣接する

宅地及び農地は、自己所有地でありますし、また、各項目おいて適当と

思われることから問題ないと考えます。 

よって、本件は、農地法第４条第２項の各号には該当しないため、許

可相当であると考えます。ご審議の程よろしくお願いします。 
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議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

 

 

事務局（次長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

 

３番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

只今、地元委員さんからの報告がありましたが、何かご質疑はござい

ませんか。 

 

（質疑なし） 

 

特にご質疑もないようですので、本案を申請のとおり許可相当として

送付することにご異議はございませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、本案は申請のとおり許可相当として送付する

ことに決定をいたしました。 

次に、議案第４６号「農地法第５条第１項の規定による許可申請につ

いて」を議題といたします。事務局の説明を求めます。 

 

失礼いたします。 

議案第４６号「農地法第５条第１項の規定による許可申請について」

ご説明申し上げます。 

議案書３ページ並びに別紙議案説明資料の９ページから１３ページま

でをご覧ください。 

１番、東若宮の土地、８７９㎡の案件は、当社は不動産業をしている

が、申請地は住宅地としての需要が見込めることから、新たに住宅用地

として販売するため、申請地を売買により取得しようとするものでござ

います。 

農地区分は、都市計画法第８条第１項第１号に規定する用途地域（準

工業地域）内にある農地であることから、第３種農地と判断しておりま

す。したがいまして、立地基準には適合しており、一般基準について審

議をお願いいたします。 

以上、１件でございます。ご審議の程お願いいたします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、まず、地元委員さんより報告

を受けたいと思います。１番。 

 

それでは、１番案件の調査結果をご報告いたします。 

議案説明資料の９ページから１３ページを参考にしてください。 

申請地は、１０・１１ページの位置図のとおり、大洲市立図書館の北、

約１５０ｍに位置する農地です。 

まず、立地基準ですが、事務局説明のとおり、第３種農地ですので、

問題ないと思われます。 

次に、一般基準である第３号の「転用の確実性」ですが、許可があり

次第自己資金及び金融機関からの融資にて着工したいとのことですの

で、問題ないものと思われます。 

また、第４号の「周辺農地等への影響」ですが、申請地の東側に農地

がありますが、周辺農地の同意は得られているとのことから、特に問題

ないものと思われます。 

よって、本件は、農地法第５条第２項の各号には該当しないため、許

可相当であると考えます。説明は以上です。よろしくお願いいたします。 
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議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

 

 

事務局 

(専門員兼農政係) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 只今、地元委員さんから報告がありましたが、何かご質疑はございま

せんか。 

 

（質疑なし） 

 

特にご質疑もないようですので、本案を申請のとおり許可相当として

送付することにご異議はございませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、本案は申請のとおり許可相当として送付する

ことに決定いたしました。 

次に、議案第４７号「農地法第６条第１項の規定による農地所有適格

法人報告について」を議題といたします。事務局の説明を求めます。 

 

議案第４７号「農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人に

ついて」をご説明します。 

議案書４ページ、５ページ及び議案説明資料の１４ページ、１５ペー

ジをご覧ください。 

当議案では、前年度の事業状況報告がありました『株式会社 大谷村』

と『有限会社 西南巨峰園』について、農地所有適格法人の要件具備に関

するご審議をお願いするものです。 

１番 株式会社 大谷村です。 

確認要件は４つとなっています。 

一つ目、法人形態は、株式会社です。 

二つ目、事業要件ですが、すべてが農業による売上になりますので、

要件を満たしております。 

三つ目、議決権要件ですが、議決権４０口のうち農業関係者の議決権

が２分の１以上でありますので、要件を満たしております。 

四つ目、役員要件。役員５名のうち、３名が農業の常時従事者であり、

なおかつ農作業に従事する者が１名以上いるため、この要件も満たして

おります。 

２番 有限会社 西南巨峰園です。 

西南巨峰園につきましては、これまで内子町農業委員会へ法人報告し

ていましたが、所有農地が大洲市内にあるとのことで、今後はこちらの

農業委員会に報告してもらうようになりました。 

確認要件ですが、 

一つ目、法人形態は、特例有限会社になります。 

二つ目、事業要件ですが、すべてが農業による売上になりますので、

要件を満たしております。 

三つ目、議決権要件です。親子で経営されており、議決権３００口す

べてが農業関係者であり、この要件も満たしております。 

四つ目、役員要件についても、親子で農業に常時従事されており、要

件を満たしております。 

以上のとおり、報告書等を確認しましたところ、議案説明資料に記載

のとおり、農地所有適格法人の要件を備えているものと思われます。 

ご審議をお願いします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、何かご質疑はありませんか。 
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委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

 

 

事務局（次長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

 

２７番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

（質疑なし） 

 

特にご質疑もないようですので、報告書の内容については承認するこ

とにご異議はありませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、報告書については承認することに決定いたし

ました。 

次に、議案第４８号「非農地証明について」を議題といたします。事

務局の説明を求めます。 

 

失礼いたします。 

議案第４８号「非農地証明について」ご説明申し上げます。 

議案書６ページ並びに別紙議案説明資料の１６ページから１９ページ

までを併せてご覧ください。 

１番、肱川町中居谷の土地、１８７㎡の案件は、転用（植林に限る：

２０年以上経過）し、復旧が著しく困難ということで申請があったもの

でございます。 

申し出によりますと、申請地は昭和５５年頃に植林しており、３５年

以上が経過し、復旧が著しく困難となったとのことでございます。 

以上１件、１８７㎡でございます。ご審議の程お願いいたします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、まず、地元委員さんより報告

を受けたいと思います。１番。 

 

それでは、１番案件の調査結果を報告いたします。 

議案説明資料の１６ページから１９ページを参考にしてください。 

申請地は、１８ページの位置図のように旧正山小学校から北北東に約

２．３㎞の中居谷地区に存する農地です。 

申請によりますと、申請地は、昭和５５年頃に植林したもので３５年

以上が経過し、復旧が著しく困難との申し出です。 

申請地は現地調査による樹木の生育状況から植林後少なくとも２０年

以上が経過していると推察することができ、また、農地への復旧には、

開墾と同程度の労力が必要であると考えられることから、復旧は著しく

困難と認められます。 

よって、本件は、非農地と判断して差し支えないと考えます。ご審議

の程よろしくお願いいたします。 

 

只今、地元委員さんから報告がありましたが、何かご質疑はございま

せんか。 

 

（質疑なし） 

 

特にご質疑もないようですので、この証明願の土地については非農地

と判断し、証明書を交付することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 
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議 長（会長） 

 

 

 

 

事務局（次長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

 

２５番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

ご異議ないものと認め、この証明願の土地については、非農地と判断

し、証明書を交付することに決定いたしました。 

次に、議案第４９号「非農地通知について」を議題といたします。事

務局の説明を求めます。 

 

失礼いたします。 

議案第４９号「非農地通知について」ご説明申し上げます。 

議案書７ページ並びに別紙議案説明資料の２０ページから２５ページ

までを併せてご覧ください。 

非農地通知につきましては、昨年、第１２回定例総会におきましてご

説明をさせていただき、その際、先行して実施することに堀井委員さん

から手を挙げていただいた宇和川地区について、本日上程させていただ

いたものでございます。 

なお、調査は、農林水産省通知の「農地法の運用について」第４に従

って実施したところでございます。 

１番・２番・３番・５番の案件は、７筆ともその土地が森林の様相を

呈しているなど農地に復元するための物理的な条件整備が著しく困難で

あると判断したものでございます。 

また４番案件につきましては、土地の周辺の状況からみて、その土地

を農地として復元しても継続して利用することができないと見込まれる

と判断したものでございます。 

以上５件、８筆、７７４．１６㎡でございます。ご審議の程よろしく

お願いをいたします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、まず、地元委員さんより報告

を受けたいと思います。１番。 

 

それでは、非農地通知に関する５案件の調査結果を報告いたします。 

議案説明資料の２０ページから２５ページを参考にしてください。 

当該地は、２２ページの位置図のように、先程事務局が説明したとお

り、それぞれ肱川町宇和川に存する農地です。 

１番・２番・３番・５番案件は、７筆とも市道脇の狭小な農地で森林

の様相を呈しているなど農地に復元することは著しく困難であると思わ

れ、また、周辺の土地の状況も急峻な地形で竹林や雑木林になっている

ことから、仮に農地として復元しても継続して利用することができない

ものと見込まれます。農道を付ける際に残った小さな土地の面積になり

ます。 

また４番案件は、隣接する小藪川から大きな段差があり、進入路も無

く竹が繁茂している状況であり、また、周辺も急峻な地形であることか

ら、農地として復元しても継続して利用することはないものと見込まれ

ます。   

よって、本件は、それぞれ非農地と判断でき、非農地通知は適当と考

えます。以上です。ご審議の程よろしくお願いします。 

 

只今、地元委員さんから報告がありましたが、何かご質疑はございま

せんか。 

 

（質疑なし） 
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議 長（会長） 

 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

 

 

事務局 

(専門員兼農政係) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

 

特にご質疑もないようですので、これらの土地については証明願の土

地については非農地と判断し、非農地通知書を交付することにご異議あ

りませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、これらの土地は、非農地と判断し、非農地通

知書を交付することに決定いたしました。 

次に、議案第５０号「農用地利用集積計画の決定について」を議題と

いたします。事務局の説明を求めます。 

 

議案第５０号「農用地利用集積計画の決定について」をご説明します。 

議案書の８ページからをご覧ください。 

１番 新たに農地を借り受けて水稲を栽培するため、賃貸借権を３年

間設定しようとするものです。 

２番 引き続き、水稲を栽培するため、賃借権を５年間設定しようと

するものです。 

３番 引き続き、水稲を栽培するため、賃借権を３年間設定しようと

するものです。 

４番 引き続き、水稲を栽培するため、賃借権を６年間設定しようと

するものです。 

５番 引き続き、水稲を栽培するため、賃借権を１０年間設定しよう

とするものです。 

６番 新たに農地を借り受けて栗を栽培するため、使用貸借権を１０

年間設定しようとするものです。 

７番 新たに農地を借り受けて、水稲を栽培するため、使用貸借権を

１０年間設定しようとするものです。 

８番 引き続き、葉たばこを栽培するため、賃借権を５年間設定しよ

うとするものです。 

９番 新たに農地を借り受けて、栗を栽培するため、賃借権を１０年

間設定しようとするものです。 

１０番 新たに農地を借り受けて水稲を栽培するため、賃借権を３年

間設定しようとするものです。 

１１番 引き続き、水稲を栽培するため、賃借権を５年間設定しよう

とするものです。 

以上、利用権設定・件筆数は、１１件・１７筆、利用権設定総面積は、

１５，８８８㎡。 

いずれも農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たして

いるものと思われます。 

ご審議の程よろしくお願いします。 
 

只今、事務局より説明がありましたが、何かご質疑はございませんか。 

 

（質疑なし） 

 

特にご質疑もないようですので、本案を原案のとおり決定することに

ご異議はございませんか。 
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委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

 

 

 

 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、本案は原案のとおり決定することにいたしま

す。 

 

以上で、本日の定例総会に提案しました議案の全ての審議が終了いた

しましたので、議事を閉じることにいたします。 
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